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	応用
	抗原情報
	背景
	T細胞受容体（TCR）を介したT細胞活性化に必須の共刺激シグナルに関与する。DPP4への結合は、T細胞受容体/CD3依存的にT細胞増殖およびNF-κB活性化を誘導する。BCL10およびIKKを介してNF-κBを活性化する。BCL10のリン酸化を刺激する。T細胞受容体（TCR）およびB細胞受容体（BCR）の結合下流でNF-κBの活性化を誘導することにより、適応免疫応答において重要な役割を果たすアダプタータンパク質（PubMed:11278692、PubMed:11356195、PubMed:12356734）。 BCL10およびMALT1と共に多タンパク質複合体を形成し、NF-κBおよびMAPキナーゼp38（MAPK11、MAPK12、MAPK13、および/またはMAPK14）経路を誘導することにより、下流のTCRまたはBCR活性化シグナルを伝達します（PubMed:11356195）。TCRまたはBCRの活性化に応答して活性化されると、CARD11はホモオリゴマー化して核形成ヘリカルテンプレートを形成し、CARD-CARD相互作用を介してBCL10をリクルートします。これにより、BCL10の重合が促進され、続いてMALT1がリクルートされます。これは、I-κBキナーゼ（IKK）のリン酸化と分解、そして核移行のためのNF-κBタンパク質の放出につながります（PubMed:24074955）。 DPP4への結合は、T細胞受容体/CD3依存的にT細胞の増殖およびNF-κBの活性化を誘導する(PubMed:17287217)。BCL10のRNF31/HOIPへの標的化を促進することにより、BCL10の線形ユビキチン化を促進する(PubMed:27777308)。BCL10のリン酸化を刺激する(PubMed:11356195)。また、TORC1シグナル伝達経路を活性化する(PubMed:28628108)。
	研究分野
	免疫学、適応免疫、B 細胞、非 CD、細胞生物学、アポトーシス、細胞内、カスパーゼなど、CARD ファミリー、シグナル伝達、アダプター、細胞質、NFkB 経路、
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	K562 細胞溶解物中の CARD11 発現のウェスタン ブロット解析。

